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4　本医学会は昭和 39 年に発足してから今年で 52 回目の総会を迎えることができました。これもひと
えに会員の皆様方のご支援ご協力のおかげであり、心から御礼申し上げます。　
　今年は、東日本大震災の傷がまだ癒えていないにも拘らず、長く地震を経験していなかった熊本を






































　今回の総会を開催していただく足利赤十字病院は、昭和 24 年 7 月の開設以来、救急医療、災害医療、
周産期医療をはじめとした診療体制等を充実させることにより両毛地域の中核病院として成長してこ
られました。平成 23 年 7 月には全室個室による快適な療養環境や免震構造を中心とした万全の災害対
策を備えた新病院が竣工し、全国の病院から参考にされる病院となり、平成 27 年 2 月には国内では数
施設に留まっている医療施設の国際的な認証機関 JCI からの認証を取得されました。また、本年４月
には、オランダで開催された「第 24 回 IFHE 国際病院設備学会」において「IFHE 国際医療福祉建築
賞 2016」の最優秀賞を受賞されるという快挙も成し遂げておられます。これからも理想の病院を目指し、
地域の方々から信頼される病院であり続けることを期待いたします。
　最後になりますが、今回の総会の開催にあたり、総会会長である足利赤十字病院の小松本悟院長を
はじめ、関係者の皆様のご尽力に深く感謝申し上げます。会員の皆様には、今後とも本学会、そして
赤十字グループのさらなる発展のため、一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げて挨拶と
させていただきます。
